
４月から５歳児に加え、４歳児の幼児教育・保育・
療育に係る利用者負担（保育料）を無償化

主な取り組み

～誇りと愛着を持ち続けることができるまちへ～

30年度予算

30年度施政方針

　総額 849億7712万円
　急激な人口減少の影響により、歳入が大幅な減少と

なり多額の基金の取り崩しを行うなど、厳しい財政状

況が続いています。

　しかし、決して緊縮的ではなく、積極的な財政政策

により、「将来世代に課題や負担を先送りしない」と

いう強い意志を持って、逆境に立ち向かっていきます。

　このことから、30年度の予算編成では、市民の皆さ

んに「わがまち・門真が誇りと愛着の持てるまち」を

感じてもらうため、地域に根差した子育て・教育施策

の充実を柱に、まちづくりの推進による快適な住まい

環境の整備を進め、産業の振興と身近で働ける場の創

出を図るための施策へ重点的に予算配分を行いました。

問合先　財政課　☎０６(６９０２)５８６９

一 般 会 計 の 内 訳一 般 会 計 の 内 訳
繰入金
13億751万円
（2.4％）

繰入金
13億751万円
（2.4％）

使用料及び手数料
６億8197万円
（1.2％）

使用料及び手数料
６億8197万円
（1.2％） そのほか（※２）

13億4571万円
（2.3％）

そのほか（※２）
13億4571万円
（2.3％）

税交付金（※１）
28億4300万円
（5.2％）

税交付金（※１）
28億4300万円
（5.2％）

府支出金
49億8515万円
（9.0％）

府支出金
49億8515万円
（9.0％）

市債
52億4646万円
（9.4％）

市債
52億4646万円
（9.4％）

地方交付税
68億6000万円
（12.3％）

地方交付税
68億6000万円
（12.3％）

国庫支出金
145億5476万円
（26.2％）

国庫支出金
145億5476万円
（26.2％）

投資及び出資金
１億3034万円（0.2％）
投資及び出資金
１億3034万円（0.2％）

積立金・貸付金・予備費
5503万円（0.1％）
積立金・貸付金・予備費
5503万円（0.1％）

維持補修費
１億7283万円
（0.3％）

維持補修費
１億7283万円
（0.3％）

補助費等
45億8300万円
（8.2％）

補助費等
45億8300万円
（8.2％）

普通建設事業費
48億9707万円
（8.8％）

普通建設事業費
48億9707万円
（8.8％）

繰出金
52億1558万円
（9.4％）

繰出金
52億1558万円
（9.4％）

公債費
55億313万円
（9.9％）

公債費
55億313万円
（9.9％）

物件費
60億3661万円
（10.9％）

物件費
60億3661万円
（10.9％）

人件費
72億8992万円
（13.1％）

人件費
72億8992万円
（13.1％）

扶助費
217億1649万円
（39.1％）

扶助費
217億1649万円
（39.1％）

農林水産業費
3069万円
（0.1％）

農林水産業費
3069万円
（0.1％）
予備費
5000万円
（0.1％）

予備費
5000万円
（0.1％）

商工費
１億6158万円
（0.3％）

商工費
１億6158万円
（0.3％）

議会費
４億520万円
（0.7％）

議会費
４億520万円
（0.7％）消防費

17億1448万円
（3.1％）

消防費
17億1448万円
（3.1％）

教育費
32億4573万円
（5.8％）

教育費
32億4573万円
（5.8％）

衛生費
39億1545万円（7.0％）
衛生費
39億1545万円（7.0％）

土木費
39億2262万円（7.1％）
土木費
39億2262万円（7.1％）

公債費
55億313万円
（9.9％）

公債費
55億313万円
（9.9％）

総務費
56億2551万円
（10.1％）

総務費
56億2551万円
（10.1％）

民生費
310億2561万円
（55.8％）

民生費
310億2561万円
（55.8％）

市税
177億7544万円
（32.0％）

市税
177億7544万円
（32.0％）

収　入

556億円

支　出
（目的別）

556億円

支　出
（性質別）

556億円
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保育所（２号認定）、認定こども園（１号・２号認定）

　世帯の所得などに関係なく無償

幼稚園（就園奨励費補助対象）

　世帯の所得などに関係なく就園奨励費として30万8000円を上限に補助

※就園奨励費補助を受けるには申請が必要。申請書は利用している幼稚園で６

月ごろに配布

幼稚園（１号認定児童が対象）

　世帯の所得などに関係なく無償

児童発達支援施設・事業

　世帯の所得などに関係なく利用者負担相当額を給付

※給付を受けるには申請が必要。対象者には障がい福祉課から申請書を送付。

送付は７月、10月、１月、４月の年４回

※こども発達支援センターは利用者負担額を免除

問合先

　【保育所・認定こども園・幼稚園】　保育幼稚園課　☎０６(６９０２)６７５７

　【児童発達支援施設・事業】　障がい福祉課　☎０６(６９０２)６１５４

　　こども発達支援センター　☎０７２(８８３)１６８０

30年４月から、無償化の対象を拡大します。

　地域に根差した子育て・教育施策の充実

　◆幼児教育・保育・療育の利用者負担（保育料等）の無償化を５歳児に加え

　４歳児へ拡充

　◆保育定員拡充にあたっての施設整備補助と保育士確保への取り組み

　◆放課後児童クラブの開所時間を午後７時まで試行的に延長（３小学校）

　◆妊婦健康診査公費負担の助成額を10万円から12万円に拡充

　◆31年４月の開設に向け地域子育て支援センターを整備

　◆支援を要する子ども及び保護者の発見

　から、支援の実施、見守りまでをトー

　タルサポート（子どもの貧困対策）

　◆任期付教員・学校サポートスタッフを

　全小・中学校に配置することで少人数

　学級編制などを実施

　◆外国語活動支援員を増員配置し、子ど　

　もたちの英語力を向上

　産業の振興と身近で働ける場の創出

　◆企業の経営相談、ビジネスマッチング機会の創出、国など

　の支援施策の活用促進など総合的な企業支援を実施

　◆ものづくり企業のプロモーション活動として、企業展示会

　の合同出展や優良企業紹介冊子を作成

　まちづくりの推進による

　　　　快適な住まい環境の整備

　◆老朽木造建築物等の除却補助などの実施により、地震時等

　に著しく危険な密集市街地の解消を推進

　◆北島東地区におけるまちびらきの支援と周辺道路網の整備

※施政方針について詳しくは市ホームページ参照

問合先　企画課　☎０６(６９０２)５５７２

　その他

　◆市民が一堂に会することがで

　きる門真まつりを開催

　◆10月１日より水道料金の基本

　料金を引き下げ

◆会計別予算

会　計 予算額

一般会計 556億円 （△0.3％）

特別会計

国民健康保険事業 153億3519万円（△25.5％）

都市開発資金 78万円 （0.0％）

公共用地先行取得事業 １億5697万円（△22.0％）

後期高齢者医療事業 16億4074万円 （5.3％）

公営企業

会計

水道事業 38億3230万円 （△5.6％）

公共下水道事業 84億1114万円 （△8.5％）

合　計 849億7712万円 （△7.0％）

※（　）内は対前年度増減率（△は減）。小数点第２位を四捨五入

（※１）税交付金の内訳

　利子割交付金

　配当割交付金

　株式等譲渡所得割交付金

　地方消費税交付金

　自動車取得税交付金

（※２）そのほかの内訳

　地方譲与税

　地方特例交付金

　交通安全対策特別交付金

　分担金及び負担金

　財産収入

　寄附金

　諸収入

子どもの未来応援団スキルアップ研修

（子どもの貧困対策）

復活！第１回ふるさと門真まつり
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